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Oracle Data Integratorとは

Oracle Data Integrator (ODI)の特徴

専用サーバー必要なし！専用サーバー必要なし！ 専用の中間サーバーが必要なく、パフォー
マンスのボトルネックが発生しにくい

簡単お手軽開発簡単お手軽開発 データフローの自動生成、ナレッジ・モジュー
ル等により、開発工数削減

柔軟な連携タイミング柔軟な連携タイミング スケジューリングによる連携だけでなく、
リアルタイム連携、SOA連携に対応

多様なデータソースから異種混合ターゲットへデータ移動と
変換を行うETLツール

ETLとは、抽出(Extract)→変換(Transform)→ロード(Load)の順でデータ連携する手法ETLとは、抽出(Extract)→変換(Transform)→ロード(Load)の順でデータ連携する手法
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中間サーバーを必要としない‘E-LT’アーキテクチャ

中間サーバー

従来の「ETL」

ODIでは「E-LT」

中間サーバーが不要

•中間サーバーを経由
•毎回すべてのデータをロード

Load

Transform

Extract

Transform

　コスト削減

　リアルタイム

　コスト削減

更新データ（差分）のみロード

　早い

LoadExtract

　中間サーバーがボトルネックに

A

B

C

A

B

C

ボトルネック解消は中間サーバーの台
数増（スケールアウト）で対応

中間サーバーのH/Wを必要とせず、ネットワーク転送処理
がETLに比べ少ないため、データ連携鮮度が高い

中間サーバーの排除により、低コスト・高パフォーマンスを実現
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データフローを自動生成

従来の「ETL」設計

ODIでは「宣言型設計」

ステップ数の簡素化

•複雑
•特殊なスキルが必要

　コスト削減

　習熟期間の短縮

　開発時間の短縮

開発、メンテナンスコストの増加

「どのように」を定義: ビルトインテンプレート

「何を」
を定義

データフローを
自動生成

11 33

22

カスタム・コーディングから、宣言型設計へのシフト
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直感的なGUI

　
ソース&ターゲットの一覧

開発画面開発画面

ターゲットの設定、
各カラムのマッピング

を設定

ソースの設定、
ソーステーブル内で
の結合を設定

GUIツールの利用により直感的な開発が可能、高い開発生産性を実現
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事前定義済み設定テンプレートの提供

ソースから差分データ

を読み取り
ソースから一時領域へ

ロード
ロード前整合性チェック 最適化された手法で

ターゲットへ移動

データ処理/変換を
サービス化して公開

メタデータのリバース
エンジニアリング

リバース

ジャーナライズ

ロード

チェック

統合
サービス

プラグイン・ナレッジ・モジュール・アーキテクチャ

CDC

ソース
一時表

エラー表

ターゲット表

WS
WS

WS

IBM DB2

Oracleデータベース

IBM Journal Oracle
SQL*Loader

Oracle
PL/SQL

Oracle
MERGE文 Web Service

それぞれのアーキテクチャに最適な言語によってコードを生成

SAP/R3
Siebel

Log Miner
DB2 Journals

SQL Server 
Triggers

Oracle 
DBLink DB2 Exp/Imp

JMS Queues

Check MS 
Excel

Check 
Sybase

Oracle 
SQL*Loader

TPump/ 
Multiload

Type II SCD

Oracle Merge

Siebel EIM 
Schema

Oracle Web 
Services

DB2 Web 
Services

テンプレート
＝

ナレッジ・モジュール

多種多様なアーキテクチャの差を隠蔽し、開発生産性を高める

複数のアーキテクチャを内包しても、コードの維持やメンテナンス
コストの低減が可能

テンプレートの再利用による低コスト開発の実現
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SOASOA連携連携

リアルタイム連携リアルタイム連携

バッチ連携バッチ連携

多様な連携タイミングへの対応

バッチ

変更

リアル

SOA

Oracle Data Integrator

• バッチ処理の定時スケジューリング実行
• Job管理ツールからバッチ処理の起動

• データ変更をトリガーに、リアルタイムに
データ統合を行うイベント駆動化

• データ変更差分のみを抽出

• SOAプロセスからのバッチ処理起動
• データ統合フローへの外部SOAサービスの
組み込み

バッチ、リアルタイム連携、イベント駆動化、サービス指向といった
幅広い統合要件に対応
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①バッチ連携

データウェアハウスデータウェアハウス

• 特長
• 多種多様なデータソースに対応
• バルクロード・ユーティリティを使用した高パフォーマンスのロード
• ネットワーク負荷の軽減

• 主な適用用途
• データウェアハウスの構築
• データ移行（初期移行）
• スケジューリング（定時バッチ）

Oracle 
Data Integrator

データソース

（例）多種多様なデータソースを利用したデータウェアハウスの構築
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統合マスター・データベース統合マスター・データベース

② リアルタイム連携
• 特長

• 多種多様なデータソースに対応
• CDC設定時の開発工数の削減

• 主な適用用途
• マスター・データ管理（MDM）
• データ・レプリケーション
• データ移行時の新旧環境の並行運用
• リアルタイム・データウェアハウス

システムシステムDD

システムシステムCC

システムシステムBB

システムシステムAA

Oracle Data Integrator

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

顧客管理
（Master）

（例）複数システム間の顧客管理マスターのリアルタイム連携

※CDC:変更されたデータを蓄積する機能
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③ SOA連携
• 特長

• SOAプロセス内のボトルネックの解消
• Oracle SOA関連製品とのシームレスな連携
• 外部SOAサービスをODIのデータ統合フロー内に組み込み可能

Oracle BPEL PM
Oracle Service Bus

Oracle Data Integrator

バルク
データ処理

①公開Webサービス
経由で呼び出される

② ODIシナリオの実行
③実行結果を送信

（例）Oracle SOA関連製品からのODIシナリオの呼び出し
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Oracle Data Integrator

④パッケージ・アプリケーション連携

• 特長
• データ統合フロー作成時の開発生産性の向上を実現
• 個々のアプリケーション用のナレッジモジュールを利用して
パッケージ・アプリケーションとの容易な連携を実現

（例）Oracle E-Business Suiteとの連携

オープン
インタフェース表

Oracle E-Business Suite

①データ統合フローを実行し、
オープンインタフェース表に

データをロード

②コンカレント・プログラムを
ODIのKMから自動実行

コンカレント・プログラム

（バッチ処理）
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ERP/
CRM DWH OLAP

Flat Files
XMLMOM

JCA JDBC JNDIJDBC JDBC/OSJMS JDBC/OS

LDAP 
Directory

ODI
DESIGNER

ODI
SECURITY

ODI
OPERATORODI

TOPOLOGY

DBMS

リポジトリ

開発

ユーザー権限管理

インフォメーション・システムの設定
　　　　　オペレーションマネージメント

ODI
METADATA
NAVIGATOR

リモートで実行

メタデータ参照

Agent

ODI コンポーネント
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④運用管理ツール

「E-LT」アーキテクチャ：ODIの全体構成

①ODI Agent

ODIのコンポーネント
　① ODI Agent （Java process）

　② ODI リポジトリ用DBスキーマ

ソース２

　③ODI ステージング用DBスキーマ
　④ODI クライアントツール（開発ツール、運用管理ツール）

※リポジトリやAgentのロケーションは任意

ソース・データベース

④ODI開発ツール

クライアントPCWebアプリケーション

SQL*
Loader

: Data Flow

③ステージング領
域

②ODIリポジトリ
スキーマ

ターゲット表

①ODI Agent

: リポジトリの参照/書込み

ターゲット・データベース

ソース1

ソース3
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中間サーバーを経由してデータ連携をすることも可能

リポジトリ/
ステージングエリア

SQL*
Loader

クライアント PC

中間サーバー
ターゲット

データフロー (※データはAgentにより変換はされない)

SQL、OSコマンド、API等のトリガー

ODI リポジトリ へのアクセス

オラクルのファイルロード ユーティリティSQL*
Loader

ODI Agent

ODI Agent

ソース1

ソース3

ソース2



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 19

ODIの開発手順

アーキテクチャの定義
• 物理＆論理アーキテクチャ
• コンテキスト

メタデータの抽出
• テーブル定義
• 制約
インタフェースの設計

• ソースとターゲットの選択
• 変換ルール
• データ・コントロール（データ品質）
• ナレッジ・モジュールの選択

単体テスト
• デバッグ
実行フローの設計

• パッケージの設計
• 統合テスト
• シナリオの生成
• スケジューリング
運用監視

Topology

モデル

インタフェース

Operator

パッケージ

シナリオ

Operator

Designer

Designer

使用するODIモジュール
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メタデータの抽出
• 自動化
• カスタマイズ可能
• 40以上のテクノロジをサポート

設計環境

ODI Designer

開発環境サーバー、
アプリケーション

CRM

Legacy

ERP Data 
Warehouse

Files / XML

ESB

メタデータの抽出

Work Repository
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インターフェース設計

Oracle Data Integrator 
ユーザーインターフェース

宣言型設計

11 「何を」の定義 33 データフローの自動生成

22 「どのように」の定義: テンプレートの選択
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1. 変換の配列
2. OracleDI ツールの活用

• データ品質プロセス
• ファイル/アーカイブ管理
• E-mail 送信/受信
• Web Service起動
• イベント検出
• 独自ツールの作成

3. 制御構造の使用
• ループ
• 条件
• エラーハンドリング

実行フローの設計
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2. データフローのバージョニング
• 高度なバージョン管理

1.  シナリオの作成
• ランタイム用にデータフローの

コンパイル

実行フローの設計

シナリオと
プロジェクトの
リリース

3. 本番環境へ配布

Work
Repository

(本番)

Work
Repository

(開発)
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• 実環境で実行されるセッションの参照

• 生成されたコードのレビュー

• 詳細なランタイム統計

• 失敗セッションの再始動

実行のモニタリング
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ODI導入前のシステム構成

拠点 本社

データベースデータベース

ファイル配信サーバーファイル配信サーバー

基幹システム

バッチ・デー
タベース

バッチ・デー
タベース

オンライン・デ
ータベース

オンライン・デ
ータベース

全量CSV

差分CSV

差分CSV

ファイル配信サーバーファイル配信サーバー

ODI導入前の連携において様々な課題が存在

•フルスクラッチ開発での構築

•日時バッチの量が増大
•様々なPGが開発に必要

•作用変更、修正に膨大な調査時間
•障害発生時の原因特定に長時間かかる etc..
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問題解決に向けた方策

• フルスクラッチ開発での構築

• 仕様変更、修正に膨大な調査時間

• データ件数が膨大

• 日次バッチの量が膨大

• 開発～運用の一元管理

• 開発コスト・開発期間の削減

• 仕様変更にも容易な対応が可能

• 長期間の運用に耐えれるシステム基盤

• システムクオリティの向上

• レスポンスの向上

• Oracle Data Integrator
• 開発期間削減

• コスト削減

• 品質向上

AS IS

TO BE

ODIの導入

設計

開発

運用・
保守

• システム化方式設計

• 性能設計

• 開発方針設計

• 実装設計
･･･

• 標準化/部品化

• 開発期間削減

• コスト削減
• PG一元管理化

･･･

• 調査、分析時間削減

• 仕様変更対応

• 性能改善要求対応
･･･

• 作業プロセス遂行の効率化/省力化

• システム化の最適解の導出

大きく改善される

短期間でシステム構築でき、GUI
を使用し、データの流れを明示的
に構築、不正データの排除、デー
タ修正等データクレンジング機能
も充実している
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ODI導入後のシステム構成

データ収集 データ統合 アプリケーション

画面取込 L変換 T抽出 E

拠点 本社

基幹システム

統合DB

ETLツール(ODI)によるシームレスなシステム連携ETLツール(ODI)によるシームレスなシステム連携

Temp DB
(負荷軽減DB) 統合DB

DBサーバーDBサーバー バッチ
DBサーバー
バッチ

DBサーバー
オンラインDB
サーバー

オンラインDB
サーバー

差分抽出

データ収集 データ統合 アプリケーション
画面抽出 E 変換 T加工 T取込 L転送 L

旧

新

ODIの導入で構成がシンプルに!!
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改善点①　開発～運用の一元管理化

ODIを導入して改善された事

一元管理

開発された情報は一元管理されレポジトリ化し管理

開発状況、実行のモニタリングが可能になり、開発から運用に

かかる負荷軽減

管理対象ハードウェアを削減

開発された情報は一元管理されレポジトリ化し管理

開発状況、実行のモニタリングが可能になり、開発から運用に

かかる負荷軽減

管理対象ハードウェアを削減

視覚的な開発
ジョブフローを作成

ジョブ実行時の成
功/失敗を確認
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ODIを導入して改善された事

C、VB、COBOL、PL/SQL等の
プログラム言語の習得は不要

C、VB、COBOL、PL/SQL等の
プログラム言語の習得は不要

SQLの知識は必要SQLの知識は必要

開発コスト、開発期間の短縮

複数プログラミング言語の習得が不要

開発者の固定化を解消

開発コスト、開発期間の短縮

複数プログラミング言語の習得が不要

開発者の固定化を解消

改善点②　開発コスト、開発期間の削減
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ODIを導入して改善された事

GUIベースの開発が行える

テーブル仕様の変更に対しても柔軟に対応

設定もパラメータ等で変更可能

GUIベースの開発が行える

テーブル仕様の変更に対しても柔軟に対応

設定もパラメータ等で変更可能

改善点③　仕様変更にも容易な対応が可能

ドラック＆ドロップで容易に

抽出テーブルを設定できる



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 32

ODIを導入して改善された事
改善点④　システムクオリティの向上

定義済みのモジュールを使用可能

コード品質が一定以上担保できる

ノンプログラミングの為、バグの減少

定義済みのモジュールを使用可能

コード品質が一定以上担保できる

ノンプログラミングの為、バグの減少

ナレッジモジュール：
バッチを使用できる関数群
（追加、カスタマイズも可能）

ナレッジモジュールを使用
することで、今まで必要だ
ったコーディングが不要
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Oracle Data Integrator 運用ノウハウ

•構成変更時の対応について
•Metadata Navigatorによる可視化
•バージョン管理

•障害発生時の対応について
•リポジトリ及びAgentの監視
•Agentの多重化
•Operatorによる実行管理
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構成変更時の対応について

従来の連携手法では、

LoadExtract

Transform

•構成変更の影響の把握が困難
•様々なPGを用いて変更作業を行う必要がある
•変更作業に工数がかかる
•システム管理者間で正確な情報共有が難しい
•変更時にバグが生じやすい etc..

変更によってどん
な影響が出るのか
わからない…
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構成変更時の影響分析

どの表と表が
どんな処理で連携しているのか

一目瞭然!!

どの表と表が
どんな処理で連携しているのか

一目瞭然!!

Designer/メタデータ・ナビゲータを用いて構成変更時の影響を正確に把握

メタデータが一元管理されており、仕様変更の影響範囲が素早く把握できるメタデータが一元管理されており、仕様変更の影響範囲が素早く把握できる

表が変更されるとき、どのプロジェ
クトにおいてどのように使用されて
いるかドリルダウンし、確認可能

表が変更されるとき、どのプロジェ
クトにおいてどのように使用されて
いるかドリルダウンし、確認可能
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追加項目が転送対象とならない場合、
修正は不要

追加項目が転送対象とならない場合、
修正は不要

追加項目が転送対象とならない場合、ODIのメタデータ（表定義）に項目（カラム）を
追加しマッピングを修正するだけで、既存のデータフローをそのまま利用可

追加項目が転送対象とならない場合、ODIのメタデータ（表定義）に項目（カラム）を
追加しマッピングを修正するだけで、既存のデータフローをそのまま利用可

GUI上でメタデータを修正することで、連携方法を再構築せず更新を反映

変更作業時間短縮

変更に伴うバグも発生しにくい

変更作業時間短縮

変更に伴うバグも発生しにくい

連携対象の表定義が変更したとき
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カラム追加前のデータフローカラム追加前のデータフロー

①ODIのメタデータ(表
定義)にカラムを追加
①ODIのメタデータ(表
定義)にカラムを追加

②①で追加したカラムに
マッピングを定義

②①で追加したカラムに
マッピングを定義

ODIのメタデータ(表定義)にカラムを追加し既存データフローのマッピングを修正するだけ

カラム追加後のデータフローカラム追加後のデータフロー

連携対象の表定義が変更したとき
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• 最新の構成情報を共有することで、
管理者・開発者間の意思統一が可能

• レポート生成コストを削減

• 出力できる単位は
• モデル
• ナレッジ・モジュール
• パッケージ
• インタフェース
• プロシージャ
• フォルダ

ドキュメント作成機能
最新の連携構成情報をPDFファイルにより、情報共有が可能

メンバー全員に最新
の構成情報を簡単

に共有
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マーカー/メモ機能の利用
設計・開発の進行状況をマーカーにより、把握することが可能

•マーカーを記すことで、開発中にメン
バー間で進行状況の共有を図れる

•オブジェクトに対しメモ書きも可能

複数のオブジェクト
の進捗状況を一覧
で確認できる

マーカー種類

•優先度
•進行状況
•スマイリー
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バージョニング機能

• 以下のオブジェクトのバージョニング可能

• 同一オブジェクトのバージョン比較変更を
比較できる

• 変更前の状態にロールバック可能

• 変更履歴のPDFファイル出力

変更黄

追加/新規緑

削除赤

変更なし白

意味色

•プロジェクト
•フォルダ
•パッケージ
•インタフェース
•プロシージャ
•KM
•シーケンス

オブジェクトのバックアップをバージョンとして管理し、リストアすることが可能

•シナリオ
•ソリューション
•変数
•ユーザー関数
•モデル
•モデル・フォルダ
•シナリオ

やっぱり変更前の状
態に戻そう！
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Oracle Data Integrator 運用ノウハウ

•構成変更時の対応について
•Metadata Navigatorによる可視化
•バージョン管理

•障害発生時の対応について
•リポジトリ及びAgentの監視
•Agentの多重化
•Operatorによる実行管理
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可用性を高めるポイント

•連携全体の実行監視
•メール通知など迅速なエラー・障害検知
•Operatorなどによる障害特定
•統合管理ツールによるジョブ監視

•ODIの死活監視
•リポジトリの死活監視
•Agentの死活監視

ODIによる障害発生時の対応について

Repository

Agent

実行エラー

マクロ・ミクロ視点で連携の実行を監視し、エラーや障害に対する迅速な検知・特定

メールによりエラー
や障害を検知
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ジョブフロー中のエラー監視
メール通知によりジョブフロー中にエラーが生じたことを管理者に通知

•パッケージ中にメール通
知を行うODI Toolsを埋
め込むことでエラーが生じ
た際に、素早くメール通知

•メール通知だけでなく、エ
ラーが発生した際にOSコ
マンドを実行させるなどの
設定も可能

「　　　　　」：成功

「　　　　　」：失敗

「　　　　　」：成功

「　　　　　」：失敗
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ODI のジョブ監視

ステータスの確認(成功＝緑、実
行中＝黄緑、失敗＝赤)

発行コマンドやエラーの
詳細が確認可能

発行コマンドやエラーの
詳細が確認可能

ODI Operatorにより連携処理の実行結果を参照可能

•GUIベースで停止した場所
やエラーの内容を把握し、再
実行することが可能

•エラーが生じた実行プロセス
をドリルダウンすることで、実
行コマンドやエラー情報を確
認可能

•Operator上で修正後、再実
行可

•メタデータ・ナビゲータからも
実行ログを参照可
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ODI のジョブ監視

ジョブ・コントローラ

シェル・スクリプトを実行シェル・スクリプトを実行

ジョブフロー

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・連携タイプ (ファイル/DB)

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・連携タイプ (ファイル/DB)

連携タイプを元にプロセス内
で分岐
・ファイル?DB?

連携タイプを元にプロセス内
で分岐
・ファイル?DB?

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・個別プロセス名
・プロセス固有情報

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・個別プロセス名
・プロセス固有情報

OSコマンド(sh/bat)から
ODIのｼﾅﾘｵを起動

OSコマンド(sh/bat)から
ODIのｼﾅﾘｵを起動

処理結果を受信処理結果を受信

Oracle Data Integrator

連携データを取得連携データを取得

外部システムへ書込み外部システムへ書込み

ソースデータソースデータ

ターゲットデータターゲットデータ

統合管理ツールと組み合わせたジョブ監視の実行

普段は使い慣れた管理ツールを使用し、問題が生じた際にOperatorなどで分析を行える普段は使い慣れた管理ツールを使用し、問題が生じた際にOperatorなどで分析を行える

普段は使い慣れた
EMで管理

エラーを特定するため
にODIで確認しよう！



Copyright© 2009, Oracle. All rights reserved. 47

ODI のジョブ監視

ジョブ・コントローラ

シェル・スクリプトを実行シェル・スクリプトを実行

ジョブフロー

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・連携タイプ (ファイル/DB)

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・連携タイプ (ファイル/DB)

連携タイプを元にプロセス内
で分岐
・ファイル?DB?

連携タイプを元にプロセス内
で分岐
・ファイル?DB?

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・個別プロセス名
・プロセス固有情報

連携プロセスコードを元に
以下の情報を取得
・個別プロセス名
・プロセス固有情報

OSコマンド(sh/bat)から
ODIのｼﾅﾘｵを起動

OSコマンド(sh/bat)から
ODIのｼﾅﾘｵを起動

処理結果を受信処理結果を受信

Oracle Data Integrator

連携データを取得連携データを取得

外部システムへ書込み外部システムへ書込み

ソースデータソースデータ

ターゲットデータターゲットデータ

統合管理ツールと組み合わせたジョブ監視の実行

普段は使い慣れた管理ツールを使用し、問題が生じた際にOperatorなどで分析を行える普段は使い慣れた管理ツールを使用し、問題が生じた際にOperatorなどで分析を行える

ODIの処理の詳細はOperatorやMetadataNavigatorから確認

実行結果を確認し、エラ
ーの分析をしよう
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ODI のジョブ監視
参考：ODIのシナリオをOSコマンド(sh/bat)から実行する方法

シナリオが生成されますシナリオが生成されます

シナリオを生成するとOSコマンドか
ら実行できる

→ジョブコントローラ等の外部アプ
リケーションとの連携も容易

シナリオを生成するとOSコマンドか
ら実行できる

→ジョブコントローラ等の外部アプ
リケーションとの連携も容易
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ODI の死活監視

ERP/
CRM DWH OLAP

Flat Files
XMLMOM

JCA JDBC JNDIJDBC JDBC/OSJMS JDBC/OS

LDAP 
DirectoryDBMS

RepositoryODI Agent

Enterprise Managerで
リポジトリやAgentの状

況を確認

リポジトリ・Agentの死活管理が必要
• リポジトリ（Oracle Database）の死
活監視

• Oracle Enterprise Manager の標準
機能でリポジトリを監視

• Agent の死活監視
• Agent のJava プロセスを監視する
スクリプト（sh/bat）を作成

• Agentを複数稼動

連携情報が格納連携情報が格納

ソース・ターゲット
に実行指揮

ソース・ターゲット
に実行指揮

リポジトリやAgentに問題が生じると連携を行うことが困難リポジトリやAgentに問題が生じると連携を行うことが困難

リポジトリ・Agentの停止を迅速に検知・対応が必要
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ODI の死活監視
Metadata NavigatorからもAgentのステータスを確認できる

ステータスステータス Agent名Agent名
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Agentの死活監視について

ProdPAgent

ProdPAgent_Link1

Root-Agent Linked-Agent

ProdPAgent_Link2

Linked-Agent

ジョブフローとAgentの関係

ジョブフローとAgentの関係

Agentに親子関係をつけることで、死活監視及びフェイルオーバー、ロードバランスを行う

Agentに親子関係をつけることで、
•RootAgent(親Agent)がLinkedAgent(子
Agent)の死活監視を行う
•LinkedAgentが停止しているとき、フェイルオ
ーバーを行う

•LinkedAgentの負荷状況を考慮し、ロードバラ
ンスを行う

LinkedAgent1が稼動してい
るときはファイルをロード

停止しているときは
LinkedAgent2にフェイルオ

ーバー

LinkedAgent1が稼動してい
るときはファイルをロード

停止しているときは
LinkedAgent2にフェイルオ

ーバー

LinkedAgent2が稼動してい
るときはファイルをロード

停止しているときは管理者
にメール通知

LinkedAgent2が稼動してい
るときはファイルをロード

停止しているときは管理者
にメール通知
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まとめ

Oracle Data Integrator利用シーン

Oracle Data Integrator運用ノウハウ

•バッチ連携
•リアルタイム連携
•SOA連携
•パッケージアプリケーション連携

•バッチ連携
•リアルタイム連携
•SOA連携
•パッケージアプリケーション連携

•連携構成を把握することで、構成変更時の影響を制限
•メール通知などにより迅速なエラー・障害通知
•連携全体のジョブ監視
•ODIコンポーネント監視
•Agentに対するフェイルオーバー設定

•連携構成を把握することで、構成変更時の影響を制限
•メール通知などにより迅速なエラー・障害通知
•連携全体のジョブ監視
•ODIコンポーネント監視
•Agentに対するフェイルオーバー設定

Oracle Data Integratorで、様々な利用シーンにあった運用方法を柔軟に設定
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【タイトル】年末カレンダー応募
【必要情報】
１、ご登録の氏名
２、ご登録の貴社名、所属部署名
３、受講された2009年11月・12月開催のセミナタイトル
４、現在ご検討中のシステムについてなど、Oracle Directに相談されたい
　　ことなどございましたら記載ください。

年末ダイセミ受講感謝キャンペーン

　　　　Oracle Direct Seminarを御愛護頂き、誠にありがとうございます。感謝の
気持ちを込めまして、合計100名様にWendy2010年版カレンダーをプレゼント
いたします。11月・12月に開催のダイセミを2つ以上受講頂いた方が対象です。
是非皆様奮ってご応募下さい!!

応募方法応募方法 ORD_SEMINAR_JP@ORACLE.COM

必要情報を明記のうえ、メールで
ご応募ください。当選者の発表は
発送をもってかえさせて頂きます。

プレゼントの送付先は、セミナ登録時にご登録されている貴社住所宛てに送付させて頂きます。
お客様の登録情報に、a.貴社名、b.部署名、c.役職名、d.住所が正しく登録されていることをご確認く
ださい。a,b,c,dの情報が正しく登録されていない場合はご応募が無効となりますのでご注意下さい。
お客様情報の変更はこちらから実施頂けます。

http://www.oracle.com/technology/global/jp/membership/index.html
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OTNOTN掲示版×ダイセミ　でスキルアップ掲示版×ダイセミ　でスキルアップ!!!!

※OTN掲示版は、基本的にOracleユーザー有志からの回答となるため100%回答があるとは限りません。　
　 ただ、過去の履歴を見ると、質問の大多数に関してなんらかの回答が書き込まれております。

このようなお客様に、
Oracle Technology Network(OTN)の
掲示版の活用をお薦めします。

・セミナー中に解消できなかった疑問点を解消したい！
・セミナー終了後に疑問点が出てきた！
・一般的なその解決方法などを知りたい！

セミナーに関連する質問については、OTN掲示版の
「データベース一般」へ

http://otn.oracle.co.jp/forum/index.jspa?categoryID=2
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Oracle University Live Virtual ClassOracle University Live Virtual Class
無料ミニセッション参加で
Oracle University LVCコースが15% OFF！

インターネットを通じてライブで研修に参加できるOracle University Live Virtual Class
(Oracle University LVC)のスキルアップ応援キャンペーンです。

その①
1時間のOracle University LVC無料ミニセッション開催！
オラクルユニバーシティの人気講師が、定番＆最新の研修コースから気になる
トピックをピックアップしてお届けします。

その②
参加者全員に、期間限定でOracle University LVCコース15%OFFをプレゼント！

無料ミニセッションお申し込み

スキルアップスキルアップ
応援キャンペーン応援キャンペーン

データベース
ミドルウェア

ビジネス・
アプリケーション

Oracle E-Business Suiteの新機能から、Siebel、PeopleSoft、
JD Edwords、Agileの入門コースまで、気になるトピックが勢揃い！

『パフォーマンスチューニング』『Data Warehouse』などに
ピンと来た方、必見です！

http://education.oracle.co.jp/lvc_session_0911/

http://education.oracle.co.jp/lvc_session_0912/

無料セッション
＆割引詳細

無料セッション
＆割引詳細

（開催日：11/2、11/12、11/13）

（開催日：11/20、11/27、12/3、12/4）
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運用

構築 設計

IT 企画

経営企画

業務改善計画の作成支援
• 業務診断サービス
• BIアセスメントサービス

システム企画の作成支援
•業務診断サービス
•BIアセスメントサービス

RFP／提案書の作成支援
•BIアセスメントサービス
•メインフレーム資産活用相談サービス
•仮想化アセスメントサービス
•Oracle Database 構成相談サービス
•Oracle Database 高可用性クリニック

システム構築時の道案内
•Access / SQL Serverからの移行
•MySQL / PostgreSQLからの移行
•Oracle Database バージョンアップ支援
•Oracle Developer Webアップグレード
•システム連携アセスメントサービス

システム運用状況の診断
•パフォーマンス・クリニック・サービス
•システム・セキュリティ診断サービス
•データ管理最適化サービス

ITプロジェクト全般に渡る無償支援サービス
Oracle Direct Conciergeサービスメニュー
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http://www.oracle.co.jp/inq_pl/INQUIRY/quest?rid=28

Oracle Direct 検索

あなたにいちばん近いオラクル

Oracle Direct
まずはお問合せくださいまずはお問合せください

Web問い合わせフォーム フリーダイヤル

専用お問い合わせフォームにてご相談内容を承ります。

※フォームの入力には、Oracle Direct Seminar申込時と同じ
　　ログインが必要となります。
※こちらから詳細確認のお電話を差し上げる場合がありますので、ご登録さ　
　れている連絡先が最新のものになっているか、ご確認下さい。

0120－155－096　
※月曜~金曜　9:00~12:00、13:00~18:00

　　（祝日および年末年始除く）

システムの検討・構築から運用まで、ITプロジェクト全般の相談窓口としてご支援いたします。

システム構成やライセンス/購入方法などお気軽にお問い合わせ下さい。
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以上の事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。
また、情報提供を唯一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことは
できません。以下の事項は、マテリアルやコード、機能を提供することをコミットメン
ト（確約）するものではないため、購買決定を行う際の判断材料になさらないで下さ
い。オラクル製品に関して記載されている機能の開発、リリースおよび時期につい
ては、弊社の裁量により決定されます。

Oracle、PeopleSoft、JD Edwards、及びSiebelは、米国オラクル・コーポレーション及びその子会社、関連会社の登
録商標です。その他の名称はそれぞれの会社の商標の可能性があります。


